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１）つぎの化合物に含まれる結合について，イオン性が大きい順に不等号を用い

て並べなさい（電気陰性度については下図参照）。 

CH4, NaCl, CsF, TiCl3, FeBr3 

 

２）炭酸イオン（CO3
-）の点電子構造を示しなさい。（すべての共有結合は線で，

非共有電子対は点で示すこと）。さらに，炭酸イオンの共鳴混成体を示しなさい。 

 

３）アンモニア分子の形について，VSEPR モデルから予測して答えなさい。 

 

４）アレン(H2C=C=CH2)におけるすべての炭素原子の混成軌道を説明し，分子構造

をくさび形で示しなさい。 

 

５）酸素分子について，右図のエネルギー

準位図の分子軌道に電子を充填した図を

書きなさい。また，この図から酸素分子が

常磁性であるか，反磁性であるかを説明し

なさい。 

 

６）この授業に対する要望など 

 

 

 

 

5・ 4 極性共有結合:電気陰性度
目‐‐‐‐‐‐燿颯颯髪孝=■■■電気陰性度は左から右に向かうで増大す:1髪議鰺蟷趙‐‐‐‐‐‐‐‐ >

図 5・ 4 電気陰性度の数値と周期表における傾向
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結合が極性をもつのは,電気陰性度 (electroncgat●
け,EN)に 差があるためである。電気陰性度とは,分
子内の原子が共有結合をしている電子を引きつける能力
を指す。図 5・ 4に示すように,電気陰性度は最も強く
電子を引きつける元素であるフッ素を 40と する単位を
もたない数値による尺度で表される。周期表の左側にあ
る金属元素は電子を引きつける能力が弱く, したがって
最も電気陰性度が小さい.周期表の右上にあるハログン
や反応性をもつ非金属元素は電子を強く引きつけるので,

電気陰性度が大きい。また図 5・ 4か ら,周期表の一つ
の族の中では一般に下に行くにしたがって電気陰性度は
減少することがわかる.

電気陰性度は分子の中の原子が共有電子を引きつける
能力の尺度なので,電子続難持 (electron afiniけ ,∬ (.ム)

(§ 4・ 6)や イガンイ筆エネルギー (ionizdion energy,二 )

(§ 4・ 4)と 関係があるのは当然である。電子親和力は
孤立した原子が電子を受入れる傾向の尺度であり,イ オ
ン化エネルギーは孤立した原子が電子を失う傾向の尺度
である.実際,電気陰性度の初期の算出方法の一つは,

aaと ユ の絶対値を平均し,そ れをフッ素の電気陰性度
が 4.0と なるように調整するというものであった.

思 し` 畠 そ う…
電予親鶴氣 gea)は ,孤立した気体状の原子に電子
を加えるときに起こるエィ、ルギー変化である (§ 4・
6).こ れに対して, イオン化エネルギー (島)は ,気
体状態の孤立した中性原子から電子を取り去るのに必
要な工不ルギーである (§ 4・ 4).

電気陰性度を用いてどのように結合の極性を予測する
のだろうか。一般的ではあるが,やゃ任意性のある指針
は,電気陰性度が同じか似た原子間の結合は非極性共有

から1‐ に向かっ
て増大する.

結合であり,電気陰性度の差が約2以上の原子間の結合
はイオン結合であり,その差が約2以 下の原子間の結合
は極性共有結合である,と いうものである。したがって,

クロロホルム CHC13の C一CI結合は極性共有結合であ
り,塩化ナトリウムの Na+Cl~結 合はほぼイオン結合
である, というのはかなり確かである.
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問題 5。 4 図 5・ 4の電気陰性度の値を用いて,つ ぎ
の化合物中の結合が極性共有結合かイオン結合かを予測
せよ.

(a)SiC14   (b)CSBr   (C)FeBr3   (d)CI14
問題 5・ 5 つぎの化合物を結合のイオン性が増大す
るりl順 に並^ミ よ:CC14,BaC12,TiC13,C120
CD問題 5。 6 水の静電ポテンシャル図を示す.Hと
0の どちらが正に分極 (電子欠乏)し , どちらが負に分
極 (電子豊富)し ているか.こ の分極は図 5・ 4に ある
Oと Hの電気陰性度と矛盾しないか.
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